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（報道資料） 

デジタルクッキングスケール３モデルを２月１日に発売 

好みの食品のカロリーをはかれる「カロリーモード」と 

フリマアプリでの出品時に便利な「ＨＯＬＤモード」の２つの新機能を搭載 

 

２０２４年２月１日 

株式会社タニタ 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新機能「カロリーモード」と「ＨＯＬＤモード」を搭載したデジタルクッキングスケール 

左上から「ＫＪ－２２１」、「ＫＪ－２２０（ピンク、ブルー、グレー）」 

健康総合企業の株式会社タニタ（東京都板橋区前野町１－１４－２、社長・谷田千里）は、

任意の食品のカロリーを自由に設定してはかることができる「カロリーモード」とフリマア

プリで出品する際の荷物の計量などに便利な「ＨＯＬＤモード」を搭載したデジタルクッキ

ングスケール「ＫＪ－２２１」「ＫＪ―２２０」「ＫＪ－１２０」の３モデルを２月１日に発

売します。価格はいずれもオープン。カロリーをコントロールして健康づくりに取り組む５

０代をメーンターゲットに、家電量販店や総合スーパー（ＧＭＳ）、ホームセンターなどを

中心に販売し、３モデル合計で初年度４万５０００台の販売を計画しています。 

 

ごはんやパスタなど主食の量やカロリーを把握し、コントロールすることでダイエットや

健康づくりを行いたいという声は少なくありません。この他にもお酒のおつまみやスイー
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ツなど食べ過ぎを控えたい食品や、たんぱく源になるような積極的に取りたい食品のカロ

リーを知りたいというニーズが多くあります。タニタではこれまで、ごはんのカロリーを表

示する「ごはんカロリーモード」を搭載した商品を販売してきましたが、今回、設定を自由

に変更できる「カロリーモード」としてリニューアルし、利便性を高めました。「ＫＪ－２

２１」では４つ、「ＫＪ－２２０」「ＫＪ―１２０」では１つの食品のカロリーを登録できま

す。いずれも１ｋｃａｌ単位で表示し、０から９９９９ｋｃａｌまではかれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「カロリーモード」でごはんのカロリーを登録して１００ｇを計量した場合 

（「ＫＪ－２２０（グレー）」） 

 

また今回、計量物を下ろした後でも表示を確認できる「ＨＯＬＤモード」をタニタのクッキ

ングスケールで初めて搭載しました。新型コロナウイルスの感染拡大以降、フリーマーケッ

トアプリなどにより個人でネット販売を行う人が増加しました※１。クッキングスケールは

調理以外にこうしたネット販売時に荷物を計量する際にも使用されていますが、荷物のサ

イズによっては表示部が隠れてしまい、計量値を確認しづらい場合がありました。今回搭載

した「ＨＯＬＤモード」を使うと、計量物を下ろした後でも表示が約２０秒間固定され確認

することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
ＨＯＬＤモードで計量すると荷物を下ろしても約２０秒間表示が固定され確認できる 
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これらの機能の搭載に合わせ、必要に応じてすぐ

に使い方を確認できるよう、タニタ公式ウェブサ

イトに掲載している取扱説明書へ誘導するＱＲ

コードシールを本体裏面に貼付しました。購入後

スムーズに使用できるよう、機能の簡易説明を記

載したシートを封入した上で、従来印刷物として

いた取扱説明書を電子化。スマートフォンなどで

手軽に閲覧できるようにしました。今後、クッキ

ングスケールの他にタイマーや温湿度計などの

商品で順次同様の取り組みを行っていきます。 

 

今回発売する３モデルは、いずれもタニタのクッキン

グスケール独自の人気機能「すぐゼロ」「すぐピタ」※２を搭載しています。電源を入れてか

ら約１秒でゼロ表示となり、すぐに計量を開始できます。これに加え、食材などを計量皿に

載せて１秒以内※３に重さを表示するため、調理の時短にもつながります。この他、つり下

げて収納するためのフックハンガー（ＫＪ－２２１）やフック穴（ＫＪ―２２０、ＫＪ－１

２０）を備えるなど、使いやすさにもこだわりました。また、タニタのクッキングスケール

はＪＩＳ（日本産業規格）マークの審査を受けた自社工場で製造しています。今回発売する

３モデルもＪＩＳの規格で定められた技術基準で製造し、厳格な検査の上で出荷した信頼

性の高いはかりとなります※４。 

 

タニタは２０２４年１月に設立８０周年を迎えました。クッキングスケールは１９６５年

から製造販売している主力商品で、その精度の高さや耐久性の高さから多くの生活者に支

持されており、特に量販店市場では高い販売数量シェアを占めています※５。今後も精度と

使い勝手にこだわり、長く愛用される商品を提供していきます。 

 

※１ 経済産業省「令和 3 年度デジタル取引環境整備事業（電子商取引に関する市場調査）」、「令和

４年度電子商取引に関する市場調査報告書」によると、国内電子商取引の推定市場規模（Ｃｔ

ｏＣ－ＥＣ）は２０１９年が１兆７４０７億円で２０２２年が２兆３６３０億円。 

※２ 「すぐゼロ」「すぐピタ」は株式会社タニタの日本国での登録商標です。 

※３ 使用状況や機種により表示までにかかる時間は変わります。 

※４ ＪＩＳ Ｂ ７６１３では、体重計、体脂肪計、体組成計、クッキングスケール、ベビース

ケールといった家庭用はかりを対象とし、計量精度や耐久性などの基準を定めています。認

証にあたっては第三者機関（一般財団法人日本品質保証機構、略称ＪＱＡ）が、工場での製

造や検査がＪＩＳに基づき実施されているかといった品質管理体制審査のほか、対象商品を

ランダムにサンプリングしてＪＩＳ適合性試験を実施した上で認証されます。タニタのはか

本体裏面にはタニタ公式ウェブサイトに

掲載している取扱説明書へ誘導するＱＲ

コードシールを貼付した（「ＫＪ－２２１」） 
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りはこのような体制の下で製造しており、商品ごとの計量範囲内において精度を保証するは

かりです。 

※５ ２０２３年（１月－１２月）デジタルクッキングスケールメーカー別量販店数量シェア６８．０％

（全国有力家電量販店の販売実績を集計／GfK Japan 調べ） 

 

【商品概要】 

デジタルクッキングスケール「ＫＪ－２２１」 

最大計量 ２ｋｇ 

最小表示 ０．５ｇ（０から１０００ｇまで）、１ｇ（１０００を超え２０００ｇ） 

機能   カロリーモード（可変式/４つ）、ＨＯＬＤモード、すぐゼロ、すぐピタ、オートパワーオフ 

サイズ  約幅１２９×高さ３１×奥行１８６ｍｍ、文字高２８ｍｍ 

重さ   約３０５ｇ（単４形乾電池２本含む） 

カラー  アイボリー（ＩＶ） 

価格   オープン 

 

 

 

 

 

 

デジタルクッキングスケール「ＫＪ－２２０」   デジタルクッキングスケール「ＫＪ－１２０」 

最大計量           ２ｋｇ               １ｋｇ 

最小表示            １ｇ                １ｇ 

機能              カロリーモード（可変式/１つ）、ＨＯＬＤモード、 

すぐゼロ、すぐピタ、オートパワーオフ 

サイズ           約幅１２５×高さ３１×奥行１８８ｍｍ、文字高２０ｍｍ 

重さ                約２７０ｇ（単４形乾電池２本含む） 

カラー           ピンク（ＰＫ）、ブルー（ＢＬ）、グレー（ＧＹ） 

価格                    オープン 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

５ / ５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お客様からのお問い合わせ先 

株式会社タニタ お客様サービス相談室 

 ナビダイヤル:０５７０－０９９６５５ 

     受 付 時 間：平日９：００－１８：００ 

本資料に記載されている情報は発表日現在のものです。このため、時間の経過あるいは後発的なさまざま

な事象によって、内容が予告なしに変更される可能性があります。あらかじめご了承ください。 


